
　

タイトル 親王将軍期鎌倉幕府祭祀・祈禱に関する考察

著者 竹ヶ原, 康弘; TAKEGAHARA, Yasuhiro

引用 年報新人文学(11): 148-175

発行日 2014-12-25



148

﹇
論
文
﹈

竹
ヶ
原
康
弘

 
親
王
将
軍
期
鎌
倉
幕
府
祭
祀・祈
禱
に
関
す
る
考
察

序
本
稿
は
鎌
倉
幕
府
親
王
将
軍
期（

1
）に

実
施
さ
れ
た
祭
祀
と
、「
鎌
倉
殿
」
即
ち
征
夷
大
将
軍
の
そ
れ
ら
の
祭
祀
へ
の
関

与
の
仕
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
通
じ
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
征
夷
大
将
軍
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

先
に
、
筆
者
は
拙
稿
「
摂
家
将
軍
期
に
お
け
る
鎌
倉
幕
府
祭
祀
の
性
質
に
関
す
る
考
察
―
日
本
中
世
に
お
け
る
「
祭
祀

権
」
の
検
討
―
」（

2
）（

以
下
、「
拙
稿
」）に
お
い
て
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
征
夷
大
将
軍
の
職
務
を
検
討
す
る
た
め
、
摂
家

将
軍
期
、
特
に
九
条
頼
経
期
を
対
象
と
し
、
征
夷
大
将
軍
が
関
与
し
た
祭
祀
・
祈
禱
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
作
業
を
通

じ
、
源
氏
将
軍
と
は
異
な
り
九
条
家
出
身
の
将
軍
は
あ
く
ま
で
「
征
夷
大
将
軍
職
」
と
し
て
の
祭
祀
に
の
み
携
わ
っ
て
い

た
こ
と
。
ま
た
、
頼
朝
ら
を
祀
る
源
氏
の
「
祭
祀
」
は
頼
経
の
妻
で
あ
っ
た
竹
御
所
が
担
当
し
た（

3
）。

そ
の
竹
御
所
の
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死
後
は
北
条
氏
が
担
当
し
た（

4
）。

ま
た
、
頼
経
の
官
歴
を
整
理
し
た
結
果
か
ら
、
九
条
家
出
身
の
征
夷
大
将
軍
は
鎌
倉

に
お
い
て
も
あ
く
ま
で
九
条
家
の
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
併
せ
て
確
認
し
た
。

先
の
拙
稿
に
お
け
る
作
業
で
、源
氏
将
軍
三
代
と
摂
家
将
軍
と
の
差
異
に
つ
い
て
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、

九
条
頼
経
期
は
鎌
倉
幕
府
全
期
間
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、同
時
代
の
傾
向
が
頼
経
の
息
子
で
あ
る
頼
嗣
期
を
経
て
、

親
王
将
軍
四
代
の
時
代
に
ま
で
連
続
し
て
い
た
の
か
否
か
を
検
討
せ
ね
ば
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
征
夷
大
将
軍
の
職
務
に

つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
。

本
稿
と
同
様
の
問
題
意
識
か
ら
征
夷
大
将
軍
の
「
権
力
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
論
文
に
、
青
山
幹
哉
氏
の
「
鎌
倉

幕
府
将
軍
権
力
試
論
―
将
軍
九
条
頼
経
〜
宗
尊
親
王
期
を
中
心
と
し
て
―
」
が
あ
る（

5
）。

氏
は
そ
の
論
考
の
中
で
当
該

時
期
の
将
軍
権
力
を
六
種
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
た
。
重
複
す
る
部
分
を
再
整
理
す
れ
ば
、

①
祭
祀
権
、
②
裁
判
権
、
③
人
事
権
の
三
種
に
再
整
理
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
将
軍
権
力
と
執
権

権
力
と
が
相
克
関
係
に
あ
っ
た
事
を
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
①
の
祭
祀
権
に
関
し
て
は
将
軍
が
祭
祀
に
直
接
関
与
し
た

例
よ
り
も
、
北
条
氏
を
は
じ
め
と
し
た
将
軍
近
臣
へ
の
祭
祀
権
移
行
が
強
調
さ
れ
、
将
軍
そ
の
も
の
が
有
し
て
い
た
祭
祀

権
の
検
討
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
当
該
時
期
の
親
王
将
軍
に
お
け
る
①
祭
祀
権
を

再
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
摂
家
将
軍
と
対
比
さ
せ
る
意
味
で
親
王
将
軍
の
官
歴
を
整
理
す
る
作
業
、
及
び
政
治
史
と

の
関
連
に
つ
い
て
の
整
理
も
行
っ
て
お
き
た
い
。

祭
祀
・
祈
禱
関
連
に
限
ら
ず
、
親
王
将
軍
期
の
征
夷
大
将
軍
の
意
義
な
ど
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
く
な
い（

6
）。

特

に
鎌
倉
幕
府
九
代
目
の
将
軍
で
あ
っ
た
守
邦
親
王
を
扱
っ
た
先
行
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
鎌
倉

幕
府
研
究
の
主
史
料
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』（
以
下
、『
鏡
』）が
親
王
将
軍
の
一
人
目
で
あ
る
宗
尊
親
王
の
追
放（
文
永
三
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﹇
一
二
六
六
﹈年
）で
擱
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
過
去
の
研
究
が
親
王
将
軍
期
に
発
生
し
た
対
外

危
機
と
し
て
の
元
寇
、
経
済
政
策
と
し
て
の
徳
政
令
の
研
究
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
事
も
一
因
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

現
在
で
は
、
わ
ず
か
な
史
料
を
活
用
し
、
鎌
倉
幕
府
後
期
に
お
け
る
北
条
氏
の
内
訌
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、
得
宗

が
い
わ
ゆ
る
得
宗
「
専
制
」
と
言
え
る
ほ
ど
の
独
裁
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
始
め
て
い
る（

7
）。

し
か
し
、
先
行
研
究
内
で
「
得
宗
専
制
」
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
、「
傀
儡
」
と
さ
れ
た
征
夷
大
将
軍
へ
の
関
心
は
依
然

高
い
も
の
で
は
な
い
。
得
宗
や
北
条
氏
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
比
し
て
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
征
夷
大
将
軍
」
に
関

す
る
研
究
は
進
展
し
て
お
ら
ず
、
依
然
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
従
来
の
説
で
あ
る
親
王
将
軍
は
「
得

宗
家
の
傀
儡
」
で
あ
る
と
の
指
摘
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
で
は
、
鎌
倉
幕
府
が
征
夷
大
将
軍
を
置
き

続
け
た
理
由
は
何
か
」と
い
う
疑
問
に
対
し
て
は
、「
得
宗
家
の
家
格
の
低
さ
故
に『
貴
種
』の
関
東
の
長
が
必
要
と
さ
れ
た
」

と
い
う
説
が
依
然
定
着
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

現
在
に
至
っ
て
も
前
述
の
説
の
ま
ま
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
鎌
倉
期
の
「
征
夷
大
将
軍
」
の
職
務
に
対
す
る
理
解
が
依

然
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鎌
倉
期
の
「
征
夷
大
将
軍
」
の
職
務
は
ど
の
よ
う
な
内
容

で
あ
っ
た
の
か
。「
征
夷
大
将
軍
」
を
執
権
で
代
替
で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
宗
教
面
か

ら
考
察
を
行
う
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
鎌
倉
幕
府
の
「
征
夷
大
将
軍
」
が
関
与
し
た
年
中
行
事
の
検
討
を
通
じ
、
鎌
倉
期
の
「
征
夷
大
将
軍
」

の
職
務
の
性
格
と
、
同
時
代
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
以
下
、
章
を
改
め
て
具
体
的
に
作
業
を
進
め
て

ゆ
き
た
い
。
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一
、
親
王
将
軍
の
官
歴
、
就
任
・
退
任（

8
）

親
王
将
軍
の
祭
祀
や
祈
禱
へ
の
参
加
状
況
か
ら
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
征
夷
大
将
軍
の
意
義
を
検
討
す
る
作
業
の
前
に
、

親
王
将
軍
四
名
に
つ
い
て
の
基
本
的
情
報
を
整
理
し
て
お
き
た
い（

9
）。

先
に
も
述
べ
た
が
、
親
王
将
軍
期
約
八
十
年
間

を
対
象
期
間
と
し
た
先
行
研
究
は
北
条
氏
を
扱
っ
た
も
の
が
主
で
あ
り
、
親
王
将
軍
に
焦
点
を
当
て
た
専
論
は
乏
し
い
。

本
稿
は
先
行
研
究
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
親
王
将
軍
を
巡
る
政
治
史
に
、
宗
教
面
か
ら
の
考
察
結
果
を
加
え
る
試
み
と
な

る
。
従
っ
て
、
予
め
各
将
軍
の
就
任
期
間
・
官
歴
と
将
軍
就
任
・
辞
任
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。

別
表
１
に
親
王
将
軍
四
名
の
将
軍
在
任
期
間
と
父
母
、
別
表
２
と
し
て
親
王
将
軍
四
名
の
官
歴
を
整
理
し
た（

10
）。

親

王
将
軍
は
宗
尊
親
王
・
惟
康
親
王
の
親
子
と
、
久
明
親
王
・
守
邦
親
王
の
親
子
と
の
四
代
八
十
一
年
に
わ
た
る
。
こ
れ
は

頼
朝
が
鎌
倉
を
根
拠
地
と
定
め
て
か
ら
、
鎌
倉
幕
府
が
滅
亡
す
る
ま
で
の
期
間
の
約
半
分
の
期
間
と
な
る
。
以
下
、（
一
）

宗
尊
親
王
、（
二
）惟
康
親
王
、（
三
）久
明
親
王
・
守
邦
親
王
に
分
け
て
整
理
し
た
い
。

（
一
）
宗
尊
親
王

親
王
将
軍
の
初
代
と
な
る
宗
尊
親
王
は
、
幕
府
自
ら
が
即
位
さ
せ
た
後
嵯
峨
天
皇
と
の
関
係
か
ら
就
任
し
た
と
い
え
る

将
軍
で
あ
る
。『
愚
管
抄
』
巻
六
に
「
院
ノ
宮
コ
ノ
中
ニ
サ
モ
候
ヌ
ベ
カ
ラ
ン
ヲ
、
御
下
向
候
テ
、
ソ
レ
ヲ
将
軍
ニ
ナ
シ

マ
イ
ラ
セ
テ
持
マ
イ
ラ
セ
ラ
レ
候
ヘ
」（

11
）

と
あ
る
よ
う
に
、
摂
家
将
軍
は
北
条
政
子
を
中
心
と
し
た
幕
府
首
脳
に
と
っ

て
あ
く
ま
で
代
替
策
で
、
本
来
は
親
王
を
下
向
さ
せ
る
事
が
目
的
で
あ
っ
た
。
事
実
、
実
朝
の
横
死
後
、
幕
府
は
京
に
使
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名 補任年 退任年 在任期の
年齢 父 母

宗尊親王 建長 4（1252）年
4月

文永 3（1266）年
7月 11～25歳 後嵯峨天皇 平棟子

惟康親王 文永 3（1266）年
7月

正応 2（1289）年
9月 3～26歳 宗尊親王 近衛宰子

久明親王 正応 2（1289）年
10月

延慶元（1308）年
8月 14～33歳 後深草天皇 三条房子

守邦親王 延慶元（1308）年
8月

元弘 3（1333）年
5月 8～33歳 久明親王 惟康女

表1　親王将軍一覧 ※守邦親王の退任は鎌倉幕府滅亡による。

表2　親王将軍官歴一覧
6　宗尊親王

仁治 3（1242）生～文永11（1274）没

寛元 2（1244）年 立親王

建長 4（1252）年 三品、征夷大将軍

文永 2（1265）年 一品、中務卿

文永 3（1266）年 征夷大将軍退任

8　久明親王
建治 2（1276）生～嘉暦 3（1328）没

正応 2（1289）年 立親王、征夷大将軍

永仁 3（1295）年? 二品

永仁 5（1297）年 一品、式部卿

延慶元（1308）年 征夷大将軍退任

9　守邦親王
正安 3（1301）生～元弘 3（1333）没

延慶元（1308）年 征夷大将軍

〃 立親王、三品

文保元（1317）年 二品

元弘 3（1333）年 出家に伴い征夷大将軍
退任

7　惟康親王(惟康王･源惟康)
文永元（1264）生~嘉暦元（1326）没

文永 3（1266）年 従四位下、征夷大将軍

文永 7（1270）年 源姓を賜る。
従三位、左中将

文永 8（1271）年 尾張権守兼任
（建治 2 年まで）

文永 9（1272）年 従二位

建治 2（1276）年 讃岐権守兼任

弘安 2（1279）年 正二位

弘安10（1287）年 中納言、右大将

〃 右大将辞任

〃 親王宣下。二品

正応 2（1289）年 征夷大将軍退任。
帰洛後出家

※『将軍執権次第』『北条九代記』より作成



153 親王将軍期鎌倉幕府祭祀・祈禱に関する考察

者
を
派
遣
し
て
宮
の
下
向
を
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
彼
宮
御
下
向
事
、
今
月
一
日
達
天
聴
、
於
仙
洞
有
其
沙
汰
。
両
所

中
一
所
、
必
可
令
下
向
給
。
但
非
当
時
事
之
由
、
同
四
日
被
仰
下
」（『
鏡
』
承
久
元
﹇
一
二
一
九
﹈
年
閏
二
月
十
二
日
条
）

と
返
事
を
先
延
ば
し
に
さ
れ
た
上
、
最
終
的
に
は
宮
の
下
向
を
断
念
し
た
。
親
王
を
鎌
倉
の
主
に
迎
え
よ
う
と
考
え
た
理

由
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉
の
宗
教
の
核
が
八
幡
神
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

平
安
末
期
の
故
実
書
で
あ
る
『
江
家
次
第
』
に
は
、
年
穀
の
豊
穣
・
天
皇
の
安
泰
と
国
家
の
平
安
を
祈
念
す
る
祈
年
穀

奉
幣
の
際
、石
清
水
八
幡
宮
へ
は「
四
位
源
氏
」を
奉
幣
使
と
す
る
旨
の
規
定
が
あ
る（

12
）。

春
日
大
社
と
吉
田
神
社
に
は「
藤

氏
五
位
」、
梅
宮
大
社
に
は
「
橘
氏
五
位
」、
北
野
天
満
宮
に
は
「
菅
氏
五
位
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
関
連
深
い
氏
が

関
わ
る
事
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
。
石
清
水
に
「
源
氏
四
位
」
が
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
石
清
水
八
幡
宮
は
源
氏
の
縁
が
深

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
事
を
示
す
。

新
羅
の
外
寇
が
続
い
た
貞
観
十
一（
八
六
九
）年
十
二
月
二
十
九
日
に
石
清
水
へ
奉
幣
を
行
っ
た
際
、「
皇
大
神
〈
波
〉

我
朝
〈
乃
〉
大
祖
〈
止
〉
御
座
〈
天
〉。
食
国
〈
乃
〉
天
下
〈
乎
〉
護
賜
〈
比
〉
助
賜
〈
布
〉」（『
日
本
三
代
実
録
』
同
日

条
）と
し
て
、
八
幡
神
は
皇
祖
神
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
源
氏
は
元
を
辿
れ
ば
皇
族
で
あ
る（

13
）。

そ
の
源
氏
の
出
で

あ
っ
た
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
宗
教
的
中
核
に
鶴
岡
八
幡
宮
を
据
え
た
。
実
朝
の
横
死
後
、
鎌
倉
と
い

う
都
市
で
、
政
治
的
・
宗
教
的
に
安
定
し
た
組
織
運
営
を
維
持
し
よ
う
と
考
え
た
際
、
先
の
青
山
氏
の
分
類
を
借
り
れ
ば

②
裁
判
権
と
③
人
事
権
な
ど
は
、
執
権
を
は
じ
め
と
し
た
御
家
人
ら
に
よ
る
合
議
で
代
替
し
得
よ
う
。
し
か
し
、
①
祭
祀

権
だ
け
は
代
替
が
利
か
ず
、
八
幡
宮
に
奉
幣
を
行
な
う
に
相
応
し
い
存
在
を
求
め
た
結
果
と
し
て
親
王
下
向
と
い
う
発
想

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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『
増
鏡
』（
巻
五
）（

14
）に

は
、
後
嵯
峨
天
皇
が
宗
尊
親
王
を
「
源
氏
に
や
な
し
奉
ら
ま
し
な
ど
思
す
も
、
な
を
飽
か
ね
ば
、

た
ゞ
御
子
に
て
、
東
の
主
に
な
し
き
こ
え
て
ん
と
思
し
」（
傍
点
筆
者
）て
、
元
服
さ
せ
た
後
に
下
向
さ
せ
た
と
あ
る
。「
源

氏
に
や
な
し
奉
ら
ま
し
」
と
い
う
臣
籍
降
下
を
示
唆
す
る
一
文
か
ら
は
、
宗
尊
親
王
に
は
皇
位
継
承
の
可
能
性
が
無
か
っ

た
事
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
が
、
幕
府
の
要
請
に
よ
っ
て
征
夷
大
将
軍
へ
の
就
任
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
後
嵯
峨
天
皇
周
辺
に
と
っ
て
は
喜

ば
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
、『
増
鏡
』（
第
五
）に
見
え
る
宗
尊
親
王
出
立
ま
で
の
様
子
に
も
悲
壮
感
は
見
ら
れ
な
い
。

「
院
中
の
奉
公
に
ひ
と
し
か
る
べ
し
。
か
し
こ
に
さ
ぶ
ら
ふ
と
も
、
限
り
あ
ら
ん
官
か
う
ぶ
り
な
ど
は
、
障
り
あ

る
ま
じ
」
と
ぞ
仰
ら
れ
け
る
。
何
事
も
、
た
ゞ
人
が
ら
に
よ
る
と
見
え
た
り
。
き
は
こ
と
に
よ
そ
を
し
げ
な
り
。
ま

こ
と
に
大
や
け
に
な
り
給
は
ず
ば
、
こ
れ
よ
り
ま
さ
る
事
、
な
に
事
か
あ
ら
ん
と
、
に
ぎ
は
ゝ
し
く
花
や
か
さ
は
並

ぶ
か
た
な
し
（
以
下
略
）。

「
大
や
け
に
な
り
給
は
ず
ば
、
こ
れ
よ
り
ま
さ
る
事
、
な
に
事
か
あ
ら
ん
」
即
ち
「
即
位
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
征
夷

大
将
軍
に
な
る
の
が
一
番
良
い
」
と
い
う
評
価
に
は
、
同
時
代
に
お
い
て
鎌
倉
幕
府
・
征
夷
大
将
軍
と
い
う
地
位
が
京
都

人
か
ら
一
定
の
評
価
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
「
イ
カ
ニ
将
来
ニ
コ
ノ
日
本
国
二
ニ

分
ル
事
ヲ
バ
シ
ヲ
カ
ン
ゾ
」（『
愚
管
抄
』
巻
六
）と
、
後
鳥
羽
上
皇
が
案
じ
た
よ
う
な
将
来
の
東
西
で
の
皇
統
分
裂
の
危

険
性
や
、
あ
る
い
は
所
謂
人
質
同
然
の
扱
い
を
受
け
る
の
で
は
無
い
か
と
い
う
危
惧
も
後
嵯
峨
天
皇
に
は
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
た
後
嵯
峨
天
皇
の
不
安
を
察
し
た
の
か
、
幕
府
は
宗
尊
親
王
下
向
後
、
親
王
の
外
出（

15
）

や
疾
病
に
留
意
し
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続
け
、
体
調
を
崩
し
た
際
は
回
復
後
に
使
者
を
送
っ
て
い
る（

16
）。

征
夷
大
将
軍
の
退
任
は
正
室
の
近
衛
宰
子（

17
）

と
僧
良

基
の
密
通
事
件
発
覚
後
の
混
乱
の
中
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
辞
任
決
定
直
前
の
『
鏡
』
文
永
三（
一
二
六
六
）

年
六
月
五
日
条
に
、
院
か
ら
中
御
所
の
件
で
の
諷
諌
が
あ
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
帰
洛
後
、
宗
尊
親
王
が
義
絶
さ
れ

た
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
院
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
二
）
惟
康
親
王

表
１
・
２
を
見
る
と
、
宗
尊
親
王
の
子
で
あ
り
、
当
初
は
諸
王
扱
い
で
あ
っ
た
惟
康
親
王
の
み
初
叙
時
の
位
階
が
低
い
。

他
の
三
名
は
初
叙
時
に
三
品
以
上
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
惟
康
親
王
と
同
様
に
久
明
親
王
の
子
で
あ
る
二
世
王
の
守
邦
親
王

は
初
叙
時
に
親
王
宣
下
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
惟
康
親
王
が
「
諸
王
↓
臣
籍
降
下（
賜
姓
源
氏
）↓
親
王
宣
下
」
と
い
う
経
緯
を

た
ど
り
、
親
王
宣
下
か
ら
二
年
後
に
「
事
お
こ
り
て
」（『
増
鏡
』
第
十
一
）と
し
て
帰
洛
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
事
に

起
因
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、
惟
康
退
任
前
後
の
後
深
草
・
亀
山
両
上
皇
の
皇
位
継
承
に
関
す
る
抗
争

の
影
響
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

惟
康
親
王
の
親
王
宣
下
は
大
覚
寺
統
の
後
宇
多
天
皇
期
に
な
さ
れ
た（
別
表
２
参
照
）。
先
に
も
書
い
た
よ
う
に
惟
康
は

本
来
で
あ
れ
ば
二
世
王
で
あ
り
、
親
王
宣
下
は
望
め
な
い
立
場
で
あ
る
。
だ
が
、
鎌
倉
中
期
か
ら
所
謂
「
宮
家
」
が
成
立

し
は
じ
め
た
時
期
に
は
、
諸
王
が
院
・
女
院
の
猶
子
と
な
っ
て
親
王
宣
下
を
受
け
る
例
が
確
認
さ
れ
始
め
る（

18
）。

こ
う

し
た
仮
の
親
子
関
係
・
家
族
関
係
を
結
ぶ
事
は
、
京
都
で
あ
れ
ば
人
間
関
係
上
発
生
し
た
処
置
と
も
見
な
し
得
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、京
都
と
鎌
倉
と
い
う
よ
う
に
地
理
的
に
距
離
が
離
れ
て
い
た
場
合（
そ
し
て
、恐
ら
く
は
面
識
も
無
い
場
合
）

は
、
人
間
関
係
よ
り
も
、
政
治
的
な
「
取
り
込
み
」
が
念
頭
に
置
か
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

19
）。
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こ
の
時
期
、
惟
康
は
父
で
あ
る
宗
尊
親
王（
文
永
十
一
﹇
一
二
七
四
﹈
年
没
。『
北
条
九
代
記
』）を
既
に
失
っ
て
お
り
、

祖
父
の
後
嵯
峨
も
宗
尊
親
王
に
先
立
っ
て（
文
永
九
﹇
一
二
七
二
﹈
年
没
。『
北
条
九
代
記
』）死
去
し
て
い
る
。
父
系
の
血

縁
者
か
ら
の
支
援
が
な
く
な
っ
た
惟
康
親
王
に
大
覚
寺
統
が
接
近
し
、
自
派
へ
と
取
り
込
も
う
と
企
図
し
た
可
能
性
は
あ

ろ
う
。『
増
鏡
』（
第
十
一
）は
惟
康
親
王
の
帰
洛
場
面
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

将
軍
宮
こ
へ
流
さ
れ
給
と
ぞ
き
こ
ゆ
る
。
め
づ
ら
し
き
言
の
葉
な
り
か
し
。
近
く
つ
か
ま
つ
る
男
女
、
い
と
心
細

く
思
な
げ
く
。
た
と
へ
ば
、
御
位
な
ど
の
か
は
る
気
色
に
異
な
ら
ず
。
さ
て
上
ら
せ
給
あ
り
さ
ま
、
い
と
あ
や
し
げ

な
る
網
代
御
輿
を
さ
か
さ
ま
に
寄
せ
て
、
乗
せ
た
て
ま
つ
る
に
、
げ
に
い
と
ま
が
〳
〵
し
き
こ
と
の
さ
ま
也
。
う
ち

ま
か
せ
て
は
、
宮
こ
へ
御
上
り
こ
そ
、
い
と
お
も
し
ろ
く
も
め
で
た
か
る
べ
き
わ
ざ
な
れ
ど
、
か
く
あ
や
し
き
は
め

づ
ら
か
也
。
母
宮
す
所
も
、
近
衛
大
殿
と
き
こ
え
し
御
女
也
。
父
み
こ
の
、
将
軍
に
て
お
は
し
ま
し
し
時
の
御
息
所

也
。
先
に
き
こ
え
つ
る
禅
林
寺
殿
の
宮
の
御
方
も
、
お
な
じ
御
腹
な
る
べ
し
。
文
永
三
年
よ
り
今
年
ま
で
廿
四
年
、

将
軍
に
て
、
天
下
の
か
た
め
と
い
つ
か
れ
給
へ
れ
ば
、
日
の
本
の
つ
は
物
を
従
へ
て
ぞ
お
は
し
ま
し
つ
る
に
、
今
日

は
彼
ら
に
く
つ
返
さ
れ
て
、
か
く
い
と
あ
さ
ま
し
き
御
有
様
に
て
の
ぼ
り
給
。
い
と
い
と
を
し
う
あ
は
れ
な
り
。
道

す
が
ら
も
お
ぼ
し
乱
る
ゝ
に
や
、
御
た
ゝ
う
紙
の
音
し
げ
う
も
れ
き
こ
ゆ
る
に
、
た
け
き
武
士
も
涙
落
と
し
け
り
。

（
傍
点
筆
者
）

「
宮
こ
へ
流
」
す
と
い
う
一
文
か
ら
は
、
惟
康
親
王
が
幕
府
、
さ
ら
に
限
定
す
れ
ば
得
宗
家
に
対
し
て
何
ら
か
の
抵
抗

行
為
を
し
た
か
、
そ
れ
に
類
す
る
計
画
が
露
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
得
宗
家
に
敵
対
す
る
人
間
を
罪
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人
と
し
て
扱
う
図
式
は
、
承
久
の
乱
後
の
三
上
皇
配
流
と
重
な
る
た
め
で
あ
る
。

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
も
惟
康
親
王
が
鎌
倉
を
追
わ
れ
る
場
面
が
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
罪
人
同
様
の
扱
い
で
あ
る
事

に
大
差
は
無
い（

20
）。

幕
府
が
持
明
院
統
に
接
近
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
後
深
草
天
皇
の
子
で
あ
る
久
明
親
王
を

将
軍
に
迎
え
た
事
実
か
ら
も
伺
え
る
。
あ
る
い
は
こ
の
将
軍
交
代
に
は
、
皇
位
継
承
者
争
い
が
激
化
し
て
ゆ
く
中
で
の
後

深
草
天
皇
側
か
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
三
）
久
明
親
王
・
守
邦
親
王

持
明
院
統
と
大
覚
寺
統
と
の
対
立
が
激
化
し
て
い
た
時
期
に
、
幕
府
が
持
明
院
統
の
久
明
親
王
を
選
択
し
た
事
実
は
持

明
院
統
を
安
堵
さ
せ
、
大
覚
寺
統
を
失
望
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る（

21
）。

こ
の
後
、
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統
の
混
乱
・
対
立

が
顕
著
に
な
っ
て
も
、
大
覚
寺
統
か
ら
の
将
軍
就
任
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
が
表
面
的
に
は
両
統
に
配
慮
し
て

い
た
よ
う
に
見
え
て
も
、
持
明
院
統
を
支
持
し
て
い
た
事
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
後
、
後
伏
見
天
皇
が
わ
ず
か
二
年
ほ

ど
の
在
位
で
大
覚
寺
統
の
後
二
条
天
皇
に
譲
位
す
る
が
、
立
太
子
さ
れ
た
の
は
持
明
院
統
の
富
仁
親
王
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
皇
位
を
巡
る
一
連
の
動
き
は
、
大
覚
寺
統
に
よ
る
反
北
条
氏
の
動
き
が
活
発
に
な
る
事
を
恐
れ
た
可
能
性
も

あ
ろ
う
。
先
に
惟
康
親
王
へ
の
「
取
り
込
み
」
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
持
明
院
統
か
ら
の
将
軍
で
あ
る
久
明

親
王
の
正
室
は
惟
康
親
王
女（
名
不
詳
）で
あ
り
、
守
邦
親
王
は
そ
の
惟
康
親
王
の
娘
を
母
と
す
る
。
大
覚
寺
統
に
よ
る
惟

康
親
王
取
り
込
み
の
可
能
性
の
是
非
は
別
と
し
て
も
、
こ
の
婚
姻
そ
の
も
の
は
幕
府
や
得
宗
周
辺
の
人
間
が
反
対
勢
力
を

抑
え
る
た
め
に
と
っ
た
融
和
・
緩
衝
の
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

久
明
親
王
が
将
軍
と
し
て
下
向
し
た
後
、
父
で
あ
る
後
深
草
上
皇
は
正
応
三（
一
二
九
〇
）年
二
月
十
一
日
に
出
家
し
、
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日
記
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
擱
筆
し
た（

22
）。

当
今
践
祚
已
後
未
経
幾
年
。
万
機
諮
詢
之
間
、
纔
及
四
年
。
嫡
孫
入
龍
楼
、
庶
子
為
柳
営
。
繁
昌
之
運
足
自
□
者

歟
。
然
而
、
思
今
生
之
栄
、
弥
恐
来
世
之
果
。
忽
解
太
上
皇
之
号
、
速
為
尺
尊
之
遺
弟
。
二
世
之
願
望
成
就
之
條
、

喜
悦
銘
肝
者
也
。
始
自
正
嘉
二
年
、
毎
日
記
録
不
怠
。
卅
三
年
之
間
及
百
余
巻
。
今
已
棄
世
事
帰
仏
道
。
記
而
有
何

益
。
仍
正
応
三
年
二
月
十
一
日
以
後
、
停 

而
不
可
記
者
也
。（
傍
点
筆
者
）

嫡
男
で
あ
る
伏
見
天
皇
は
弘
安
十（
一
二
八
七
）年
に
即
位
し
て
い
る
。「
嫡
孫
龍
楼
に
入
り
」
は
前
年
四
月
に
立
太
子

さ
れ
た
胤
仁
親
王（
後
の
後
伏
見
天
皇
）の
事
を
指
し
、「
庶
子
柳
営
為
り
」
は
こ
れ
も
同
様
に
前
年
十
月
に
将
軍
に
就
任

し
た
久
明
親
王
の
事
を
指
し
て
い
る
。

皇
位
は
亀
山
天
皇
の
子
で
あ
る
後
宇
多
天
皇（
後
深
草
に
と
っ
て
は
甥
）か
ら
、
自
身
の
子
で
あ
る
伏
見
天
皇
に
戻
っ
て

き
て
お
り
、
皇
太
子
を
誰
に
す
る
か
は
持
明
院
統
・
大
覚
寺
統
間
の
一
つ
の
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
伏
見
の
子
を
立

太
子
さ
せ
、
更
に
皇
位
継
承
に
関
与
す
る
幕
府
の
長
も
自
身
の
子
で
あ
る
久
明
親
王
に
代
わ
っ
た
事
で
、
後
深
草
天
皇

に
は
自
身
の
子
孫
が
皇
位
を
独
占
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
安
堵
感
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
そ
れ
ま
で

三
十
三
年
間
書
き
続
け
た
日
記
の
記
述
も
止
め
、
仏
道
の
修
行
に
励
む
事
を
決
意
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

朝
廷
に
皇
位
継
承
を
巡
る
対
立
が
生
じ
て
い
た
頃
、
執
権
は
北
条
貞
時
で
あ
っ
た
。
別
表
３
と
し
て
、
貞
時
期
の
皇
位
・

将
軍
位
関
係
お
よ
び
北
条
氏
内
訌
関
係
の
事
件
を
整
理
し
た
。
貞
時
期
は
執
権
被
官
の
御
内
人
と
御
家
人
の
対
立
の
表
面

化
と
、
そ
れ
に
伴
う
武
力
衝
突
（
霜
月
騒
動
）
や
、
そ
の
御
内
人
の
頭
で
あ
っ
た
内
管
領
平
頼
綱
を
貞
時
自
身
が
誅
殺
す
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る
（
平
禅
門
の
乱
）
な

ど
、
幕
府
中
枢
に
対
立

と
混
乱
が
続
い
た
時
期

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

時
期
に
将
軍
で
あ
っ
た

久
明
親
王
は
三
十
三
歳

と
い
う
年
齢
ま
で
将
軍

を
務
め
、
帰
洛
し
た
。

幕
府
の
滅
亡
と
同
時
に

出
家
し
征
夷
大
将
軍
を

辞
任
し
た
守
邦
親
王
を

別
と
し
て
、
残
る
一
人

で
あ
る
久
明
親
王
の
退

任
理
由
を
示
す
史
料
は

確
認
で
き
な
い
。
成
人

と
な
り
傀
儡
と
し
て
お

け
な
く
な
っ
た
為
で
あ

ろ
う
と
い
う
見
解
が
支

表3　貞時期（弘安7［1284］～応長元［1311］）の皇位・将軍位推移、及び事件
年月日 事

弘安 7（1284）4 月 4 日 時宗、死去

弘安 8（1285）11月17日 霜月騒動、安達泰盛殺害

弘安10（1287）10月21日 後宇多［大］退位、伏見［持］即位

正応 2（1289）4 月25日 胤仁親王（後伏見［持］）、立太子

正応 2（1289）9 月 7 日 亀山上皇［大］、出家

正応 2（1289）9 月14日 惟康、征夷大将軍辞任

正応 2（1289）10月 9 日 久明［持］、征夷大将軍就任、親王宣下

正応 3（1290）2 月11日 後深草［持］、出家

正応 3（1290）3 月 9 日 浅原為頼、伏見天皇［持］の暗殺を企図するも失敗

正応 6（1293）4 月22日 平禅門の乱、平頼綱父子殺害

永仁 6（1298）7 月22日 後伏見［持］、即位

永仁 6（1298）8 月10日 邦治親王（後二条［大］）、立太子

正安 3（1301）1 月21日 後二条［大］、即位

正安 3（1301）8 月23日 貞時、出家し執権職を北条師時に譲る

正安 3（1301）8 月24日 富仁親王（花園［持］）、立太子

嘉元 3（1305）4 月23日 北条宗方、連署北条時村を殺害

嘉元 3（1305）5 月 4 日 貞時、時村殺害は誤りとして宗方を誅殺

延慶元（1308）8 月 4 日 久明［持］、征夷大将軍辞任

延慶元（1308）8 月10日 守邦［持］、征夷大将軍就任

延慶元（1308）8 月25日 後二条［大］、崩御

延慶元（1308）8 月26日 花園［持］、即位

応長元（1311）10月26日 貞時、死去
※『北条九代記』『増鏡』より作成　　　［持］［大］は系統を示す
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配
的
で
あ
る
が
、
退
任
時
の
年
齢
が
三
十
三
歳
と
宗
尊
・
惟
康
の
両
親
王
よ
り
高
い
。
あ
る
い
は
「
征
夷
大
将
軍
は
持
明

院
統
の
皇
族
で
継
承
し
て
行
く
」と
い
う
、
い
わ
ば
既
得
権
益
の
確
保
の
た
め
の
交
代
で
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い（

23
）。

二
、
鎌
倉
幕
府
年
中
行
事
と
親
王
将
軍

前
章
で
は
、
鎌
倉
期
の
征
夷
大
将
軍
の
存
在
意
義
を
考
察
す
る
前
提
的
作
業
と
し
て
、
親
王
将
軍
に
関
す
る
政
治
史
的

な
整
理
を
行
っ
た
。
本
章
で
は
、
親
王
将
軍
が
関
与
し
た
鎌
倉
幕
府
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

源
頼
朝
が
鎌
倉
に
本
拠
を
構
え
、
さ
ら
に
鶴
岡
八
幡
宮
を
整
備
し
て
以
来
、
征
夷
大
将
軍
、
い
わ
ゆ
る
「
鎌
倉
殿
」
は

鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
と
し
た
年
中
行
事
を
整
備
し
、
自
ら
祭
主
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
摂
家
将
軍
期
に
つ
い
て
は
先
の

拙
稿
に
お
い
て（

24
）

検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
源
氏
祖
先
祭
祀
に
関
す
る
祭
祀
は
頼
経
の
正
室
で
あ
っ
た
竹
御
所
を

通
じ
、
後
に
北
条
氏
が
携
わ
っ
て
い
っ
た
事
を
指
摘
し
た
。

頼
朝
の
血
を
引
か
な
い
摂
家
将
軍
が
首
班
で
あ
っ
た
時
期
に
お
い
て
、
将
軍
の
年
中
行
事
に
対
す
る
姿
勢
は
い
わ
ゆ
る

「
氏
と
し
て
の
祭
祀
」
と
「
将
軍
職
と
し
て
の
祭
祀
」
が
重
複
し
て
い
た
時
期
と
は
質
的
に
変
化
し
て
い
た
。
具
体
的
に

述
べ
る
と
、「
氏
と
し
て
の
祭
祀
」
で
あ
る
祖
先
祭
祀
に
関
与
し
な
い
摂
家
将
軍
は
、
あ
く
ま
で
将
軍
職
と
し
て
求
め
ら

れ
る
年
中
行
事
に
の
み
関
与
し
て
い
た
。
こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
征
夷
大
将
軍
が
祭
主
と
し
て
と
り
行
う
祭
祀
の
質

的
変
化
と
言
え
よ
う
。

先
に
結
論
を
述
べ
る
な
ら
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
親
王
将
軍
に
お
い
て
も
、
摂
家
将
軍
期
と
同
様
、
頼
朝

の
「
氏
と
し
て
の
祭
祀
」
が
元
と
な
る
祭
祀
に
関
す
る
こ
と
は
無
く
、
あ
く
ま
で
征
夷
大
将
軍
と
し
て
必
要
な
年
中
行
事
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に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
変
化
は
無
い
。

さ
て
、
親
王
を
将
軍
に
戴
く
に
際
し
、
幕
府
が
諸
事
に
留
意
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
に
つ
い
て
は
、
前
章
の（
一
）で
触

れ
た
。
宗
尊
親
王
の
下
向
後
、
年
中
行
事
に
お
い
て
も
親
王
の
扱
い
に
苦
慮
し
た
様
子
が
『
鏡
』
の
記
事
に
見
え
る
。
そ

れ
は
建
長
四（
一
二
五
二
）年
四
月
の
鶴
岡
八
幡
宮
臨
時
祭
の
時
で
あ
る
。宗
尊
は
同
年
四
月
一
日
に
鎌
倉
に
到
着
し
て
後
、

征
夷
大
将
軍
と
し
て
の
職
務
に
携
わ
っ
て
い
っ
た（

25
）。

し
か
し
、
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
る
鶴
岡
八
幡
宮
臨
時
祭（

26
）

に

お
い
て
参
宮
し
よ
う
と
し
た
際
に
、「
前
々
将
軍
必
有
御
参
宮
。
於
向
後
者
、
被
止
其
儀
。
御
奉
幣
者
、
可
被
用
御
使
之

由
治
定
。
是
親
王
行
啓
不
可
輙
之
趣
」（『
鏡
』
同
年
四
月
十
六
日
条
）と
し
て
、
将
軍
が
直
接
社
参
す
る
の
で
は
な
く
奉

幣
使
を
立
て
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
は
親
王
の
行
啓
に
関
す
る
先
例
の
蓄
積
不
足
に
起
因
し
た
変
更
で
あ
ろ
う
。

年
中
行
事
の
場
の
み
な
ら
ず
、
親
王
の
移
動
に
関
し
て
は
幕
府
も
様
々
に
留
意
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
正
嘉
元

（
一
二
五
七
）年
に
大
規
模
修
理
が
行
わ
れ
た
大
慈
寺
の
供
養
に
宗
尊
親
王
が
参
列
す
る
事
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
頼
朝
建

立
の
法
華
堂
の
前
を
通
る
際
に
、親
王
を
輿
か
ら
降
ろ
す
か
否
か
も
議
論
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（『
鏡
』正
嘉
元﹇
一
二
五
七
﹈

年
十
月
一
日
条
）。
結
局
宗
尊
親
王
は
「
於
右
大
将
家
法
華
堂
前
、
三
位
中
将
家
被
税
御
駕
、
供
奉
人
雖
令
下
馬
、
今
度

不
可
有
其
礼
之
由
、
兼
日
被
定
之
」（『
鏡
』
同
日
条
）と
、
輿
に
乗
っ
た
ま
ま
通
過
し
た
。「
三
位
中
将
家
」
は
五
代
将
軍

で
あ
っ
た
頼
嗣
の
こ
と
で
あ
る
。
頼
嗣
の
極
官
位
は
従
三
位
・
左
中
将
で
あ
る
が
、
二
品
・
右
大
将
で
あ
っ
た
頼
朝
の
墓

所
の
前
を
通
る
際
に
は
官
位
が
下
で
あ
っ
た
頼
嗣
が
格
下
の
礼
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
宗
尊
親
王
も
当
時
ま

だ
三
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
親
王
」
と
い
う
出
自
そ
の
も
の
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
祈
禱
で
は
な
い
が
、
宗
尊
親
王
期
以
降
、
鎌
倉
幕
府
で
は
蹴
鞠
・
和
歌
と
い
っ
た
文
化
的
活
動
が
活
発
に
な
っ

た
。
宗
尊
親
王
は
歌
人
と
し
て
優
れ
て
お
り
、『
文
応
三
百
首
』・
『
柳
葉
和
歌
集
』・
『
瓊
玉
和
歌
集
』・
『
中
書
王
御
詠
』・
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『
竹
風
和
歌
抄
』
と
い
っ
た
歌
集
を
残
し
た
。
ま
た
『
増
鏡
』
に
も
帰
洛
中
に
詠
ん
だ
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る（

27
）。

蹴
鞠

に
つ
い
て
は
頼
家
期
・
実
朝
期
に
活
発
で
あ
っ
た
が
、
摂
家
将
軍
の
頼
経
期
に
は
散
発
的
な
実
施
に
留
ま
っ
て
い
た（

28
）。

し
か
し
、
宗
尊
親
王
期
に
再
度
活
発
に
な
り
、
特
に
年
始
の
蹴
鞠
は
「
御
鞠
始
」
と
し
て
定
着
し
た（

29
）。

そ
う
し
た
傾

向
を
嫌
っ
た
北
条
時
頼
が
宗
尊
親
王
に
諫
言
し
た
場
面
も
あ
っ
た（

30
）

が
、
惟
康
親
王
以
降
も
御
鞠
始
の
実
施
例
が
確
認

で
き
る
。
宗
尊
親
王
の
下
向
以
降
し
ば
ら
く
の
間
は
鎌
倉
の
武
士
達
も
故
実
に
暗
く
失
敗
も
し
た
よ
う
で
あ
る
が（

31
）、

久
明
親
王
期
に
も
「
今
日
、御
鞠
始
也
。
見
物
了
」（『
親
玄
僧
正
日
記
』（

32
）永

仁
元
﹇
一
二
九
三
﹈
年
二
月
六
日
条
）、「
参

向
殿
中
。
御
鞠
始
云
々
」（
同
、
永
仁
二
﹇
一
二
九
四
﹈
年
一
月
十
六
日
条
）と
御
鞠
始
が
営
ま
れ
、
親
王
将
軍
家
の
年
中

行
事
と
し
て
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

以
下
、（
一
）鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
と
、（
二
）二
所
詣
の
二
つ
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
、
親
王
将
軍
の
関
与
を
見
て
ゆ
き

た
い
。
こ
の
二
つ
の
祭
祀
を
特
に
扱
う
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
、
こ
の
両
祭
が
鎌
倉
幕
府
年
中
行
事
の
中
で
も
特
に
重
ん

じ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、『
鏡
』
に
お
い
て
こ
の
両
祭
は
将
軍
の
参
加
・
不
参
加
の
状
況
や

理
由
が
他
の
祭
祀
と
比
し
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
詳
細
は
後
に
述
べ
る
が
、
こ
の
両
祭
に
お
い
て

将
軍
に
扈
従
し
た
武
士
た
ち
の
選
出
は
、
将
軍
が
関
与
し
た
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
事
が
『
鏡
』
に
散
見
さ

れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
両
祭
に
関
す
る
記
事
を
通
し
て
将
軍
の
祭
祀
の
場
に
お
け
る
影
響
力
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

た
い
。（

一
）
放
生
会
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鶴
岡
八
幡
宮
を
中
心
と
し
た
年
中
行
事
、
特
に
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
征
夷
大
将
軍
の
意
思
が
重

視
さ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
祭
礼
そ
の
も
の
、
例
え
ば
式
日
や
祭
祀
の
内
容
に
つ
い
て
将
軍
の
意
思
が
反
映
さ
れ
た
訳
で

は
な
く
、
鶴
岡
八
幡
宮
放
生
会
に
供
奉
す
る
人
間
を
選
ぶ
場
面
に
お
い
て
、
将
軍
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
場
面
が
確
認
さ

れ
る
。

放
生
会
供
奉
人
の
散
状
作
成
及
び
回
覧
に
関
す
る
記
事
は
頼
嗣
将
軍
期
か
ら
散
見
さ
れ
る
。
将
軍
が
代
わ
っ
て
も
同
様

に
供
奉
人
の
散
状
を
回
覧
さ
せ
て
お
り
、
宗
尊
親
王
が
放
生
会
供
奉
人
の
散
状
を
確
認
し
て
い
た
記
事
は
下
向
の
翌
年
か

ら
見
え
る（『
鏡
』
建
長
五
﹇
一
二
五
三
﹈
年
七
月
十
七
日
条
）。
し
か
し
、
こ
の
時
期
か
ら
選
出
さ
れ
て
も
不
参
を
申
し

出
る
例
が
見
え
始
め
る
。
理
由
も
「
灸
治
」「
軽
服
」（『
鏡
』
同
日
条
）と
体
調
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
も
「
鹿

食
」（『
鏡
』
康
元
元
年
七
月
二
十
九
日
条
）な
ど
の
理
由
も
見
え
、
総
じ
て
「
神
事
に
相
応
し
く
な
い
」
と
い
う
理
由
で

辞
退
を
申
し
入
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
理
由
と
し
て
は
、
宝
治
元（
一
二
四
七
）年
の
宝
治
合
戦
及
び
建
長

四（
一
二
五
二
）年
の
将
軍
交
代
と
い
っ
た
幕
府
内
部
の
混
乱
の
影
響
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
宗
尊
親
王
は
そ
う
し

た
御
家
人
間
の
対
立
は
ど
う
あ
れ
、
征
夷
大
将
軍
が
祭
主
と
し
て
関
与
す
る
年
中
行
事
の
威
儀
を
整
え
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
『
鏡
』
か
ら
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
『
鏡
』
文
応
元（
一
二
六
〇
）年
七
月
六
日
条
に
は
昨
年
の
放
生
会
不
参

の
人
物
に
つ
い
て
北
条
実
時
・
時
宗
に
尋
問
し
、
更
に
同
年
の
放
生
会
供
奉
人
交
名
を
宗
尊
親
王
自
ら
確
認
を
し
て
い

る（『
鏡
』
同
年
七
月
八
日
条
）。
ま
た
、
放
生
会
の
隨
兵
の
増
加
を
命
じ
た
こ
と（『
鏡
』
弘
長
三
﹇
一
二
六
三
﹈
年
七
月

二
十
七
日
条
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

『
鏡
』
正
嘉
元（
一
二
五
九
）年
十
二
月
十
八
日
条
に
は
、
放
生
会
と
同
様
に
重
視
さ
れ
て
い
た
二
所
詣
の
供
奉
人
一
覧

を
宗
尊
親
王
に
進
め
た
と
こ
ろ
「
悉
可
加
催
促
」
と
し
、
一
覧
に
記
名
さ
れ
た
全
員
の
供
奉
を
命
じ
て
い
る
。
宗
尊
親
王
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の
こ
う
し
た
命
令
は
『
鏡
』
に
「
今
度
儀
似
被
始
例
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宗
尊
親
王
が
供
奉
人
候
補
の
一
覧
を
確
認
し

た
上
で
出
席
を
命
じ
る
と
い
う
手
続
を
経
る
こ
と
で
、
御
家
人
の
祭
礼
欠
席
を
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
果
を
述

べ
れ
ば
、
こ
う
し
た
宗
尊
親
王
、
あ
る
い
は
執
権
周
辺
の
人
間
た
ち
の
思
惑
に
反
し
、
供
奉
人
の
辞
退
は
減
少
し
な
か
っ

た
が（

33
）、

宗
尊
親
王
が
祭
祀
の
場
の
整
備
に
対
し
一
定
の
権
限
を
持
ち
、
そ
れ
を
行
使
し
て
い
た
と
は
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
正
元
二（
一
二
六
〇
）年
に
は
当
時
の
執
権
北
条
長
時
は
、
宗
尊
親
王
に
供
奉
す
る
人
員
の
意

向
を
確
認
す
る
形
式
を
と
る
よ
う
に
変
更
し
た（『
鏡
』
正
元
二
﹇
一
二
六
〇
﹈
年
六
月
十
六
日
条
）。
こ
れ
は
、
将
軍
の

命
令
と
し
て
諸
役
供
奉
へ
の
忌
避
感
を
減
衰
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

放
生
会
の
内
容
に
関
し
て
は
、
八
月
十
五
日
の
例
祭
・
八
月
十
六
日
馬
場
の
儀
と
い
う
日
程
に
変
化
は
無
く
、
病
気
や

妻
室
の
妊
娠
・
出
産
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
無
い
限
り
将
軍
が
臨
席
す
る
と
い
う
形
に
も
変
化
は
無
か
っ
た
。
例
祭
に
参

加
で
き
な
い
場
合
は
奉
幣
使
を
立
て
、「
鎌
倉
殿
」
と
し
て
の
職
責
は
遂
行
し
て
い
た
。

（
二
）
二
所
詣

将
軍
が
関
与
す
る
主
な
年
中
行
事
と
し
て
、
鶴
岡
八
幡
宮
関
係
の
祭
祀
の
他
に
は
「
二
所
詣
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
所

詣
と
は
、
伊
豆
・
箱
根
の
二
所
に
加
え
て
三
嶋
社
へ
将
軍
自
ら
が
参
詣
し
て
奉
幣
す
る
儀
礼
で
あ
る
。
表
４
に
も
見
え
る

通
り
、
二
所
詣
は
頼
朝
期
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
所
詣
の
初
見
で
あ
る
『
鏡
』
文
治
四
年（
一
一
八
八
）年
一

月
二
十
日
条
内
に
お
い
て
「
令
参
詣
伊
豆
箱
根
三
嶋
社
」
と
見
え
、『
鏡
』
本
文
中
で
は
「
二
所
」
と
記
述
し
つ
つ
も
、

実
際
に
は
三
所
を
巡
る
事
が
通
例
で
あ
っ
た（

34
）。

ま
た
、
将
軍
が
直
接
奉
幣
を
行
う
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
一
ヶ
月
ほ
ど

前
か
ら
精
進
潔
斎
を
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
二
所
詣
は
五
日
程
度
の
日
程
で
あ
る
た
め
か
、
将
軍
が
幼
少
の
う
ち
は
代
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理
の
奉
幣
使
を
立
て
て
い
た
。
摂
家
将
軍
の
頼
経
も
十
一

歳
に
な
っ
た
安
貞
二（
一
二
二
八
）年
ま
で
は
、
直
接
の
社

参
は
計
画
さ
れ
ず
、
奉
幣
使
を
立
て
た
。
宗
尊
親
王
も
同

様
で
あ
り
、
正
嘉
二（
一
二
五
八
）年
ま
で
は
奉
幣
使
を
立

て
て
い
た
。
こ
の
時
十
七
歳
で
あ
る
が
、
二
所
詣
の
旅
程

に
耐
え
ら
れ
な
い
幼
少
の
将
軍
は
、
本
来
、
幕
府
に
と
っ

て
は
不
本
意
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
源
氏
将
軍
以

降
の
将
軍
に
つ
い
て
「
北
条
氏
は
幼
少
の
将
軍
を
擁
し
、

年
長
ず
れ
ば
廃
す
る
」
と
い
う
見
方
が
存
在
す
る
が（

35
）、

こ
れ
に
つ
い
て
は
龍
粛
氏
が
、
将
軍
と
御
家
人
と
の
人
間

関
係
が
密
に
な
る
の
を
恐
れ
て
一
定
の
期
間
で
廃
し
た
と

指
摘
さ
れ
た（

36
）。

氏
の
考
察
に
祭
祀
面
か
ら
の
視
点
は

無
い
。
二
所
詣
を
見
る
限
り
、「
鎌
倉
殿
」
と
し
て
の
職
務

を
実
施
し
得
る
年
齢
に
達
す
る
ま
で
幕
府（
執
権
）は
将
軍

表4　摂家将軍期以降の主な鎌倉幕府年中祭祀
祭祀名 式日 開始年

歳首 年内最初の鶴岡宮参拝 養和元（1181）年

心経会 1月8日 文治 2（1186）年

二所詣 1～2月中 文治 4（1188）年

鶴岡臨時祭・神楽 2月上卯 建久 3（1192）年

鶴岡臨時祭・法会 3月3日 文治 5（1189）年

鶴岡臨時祭 4月3日 文治 4（1188）年

三嶋祭 4月中酉日 治承 4（1180）年

鶴岡臨時祭 5月5日 建仁 2（1202）年

鶴岡臨時祭 6月20日 文治 5（1189）年

鶴岡放生会 8月15日～16日 文治 3（1187）年

鶴岡臨時祭 9月9日 文治 5（1189）年

鶴岡臨時祭・神楽 11月上卯 建久 4（1193）年

鶴岡大仁王会 時期不定 承久 3（1221）年
※三嶋祭は頼朝挙兵以前から実施されていたが、幕府成立後は幕府が関わる。

の
成
長
を
待
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
幕
府
は
摂
家
将
軍
・
親
王
将
軍
を
あ
る
程
度
の
年
齢
ま
で
将
軍
職
に
据
え

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
執
権
・
得
宗
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り
得
る
「
成
人

と
し
て
の
将
軍
」に
な
る
こ
と
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
っ
た
。
宗
尊
親
王
も
長
じ
て
か
ら
は
二
所
詣
に
直
接
参
詣
し
て
お
り
、

将
軍
就
任
期
間
も
末
期
に
な
る
と
、
伊
豆
・
箱
根
で
和
歌
を
詠
む
な
ど
、
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
年
中
行
事
の
中
で
、
自
身
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の
趣
味
を
反
映
す
る
様
に
な
っ
て
い
た
。
文
永
元
年
に
成
立
し
た
宗
尊
親
王
の
家
集
『
瓊
玉
和
歌
集
』（

37
）

第
九
雑
歌
上

に
は
二
所
詣
に
際
し
て
詠
ん
だ
「
た
の
む
ぞ
と
い
ふ
も
か
し
こ
し
伊
豆
の
海
深
き
心
は
く
み
て
知
る
ら
む
」
と
い
う
和
歌

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
二
所
詣
に
際
し
、
宗
尊
親
王
が
関
東
の
平
穏
を
願
っ
た
心
を
詠
ん
だ
も
の
と
言
え
よ
う
。
雑
歌
に

は
他
に
も
「
有
り
て
身
の
か
ひ
や
な
か
ら
む
国
の
為
民
の
た
め
に
と
思
ひ
な
さ
ず
ば
」
と
、
国
や
民
に
対
し
て
配
慮
を
し

な
い
よ
う
で
は
自
己
の
存
在
意
義
は
無
い
と
詠
ん
だ
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宗
尊
親
王
が
こ
の
和
歌
を
詠
む
に
際
し
て

は
「
鎌
倉
殿
と
し
て
の
責
任
を
負
う
自
己
」
が
恐
ら
く
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

惟
康
期
以
降
で
は
、
史
料
の
制
限
も
あ
っ
て
実
施
例
の
確
認
が
困
難
と
な
る
が
、
久
明
親
王
が
徳
治
元（
一
三
〇
六
）年

四
月
二
十
五
日
に
奉
幣
使
を
派
遣
し
た
記
事
が
『
北
条
九
代
記
』（

38
）

に
て
確
認
で
き
る
。
同
史
料
は
通
常
的
な
こ
と
で

は
な
く
特
筆
す
べ
き
事
象
を
採
録
す
る
傾
向
に
あ
る
。
と
す
る
と
、
通
常
的
に
久
明
親
王
は
在
任
中
に
二
所
詣
を（
将
軍

が
直
接
奉
幣
し
た
か
否
か
は
別
と
し
て
）毎
年
実
施
し
、「
特
に
奉
幣
使
を
立
て
た
」
同
年
の
み
特
別
の
こ
と
で
あ
っ
た
た

め
記
事
が
書
き
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
お
き
た
い（

39
）。

結
本
稿
の
結
論
を
述
べ
る
前
に
、
親
王
将
軍
期
に
実
施
さ
れ
た
鎌
倉
幕
府
の
祈
禱
と
征
夷
大
将
軍
と
の
関
係
を
整
理
し
て

お
き
た
い
。

鎌
倉
幕
府
の
祈
禱
の
実
施
例
は
頼
朝
期
か
ら
散
見
さ
れ
る
が
、
本
格
化
す
る
の
は
実
朝
期
の
承
元（
一
二
〇
七
〜

一
二
一
〇
）年
間
に
陰
陽
師
が
鎌
倉
へ
下
向
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る（

40
）。

摂
家
将
軍
の
九
条
頼
経
は
自
ら
陰
陽
師
に
下
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問
を
行
っ
た
り
、
陰
陽
道
祭
の
場
に
臨
席
し
た
り
す
る
場
面
が
確
認
で
き
る（

41
）。

宗
尊
親
王
も
鎌
倉
下
向
後
、
早
い
時

期
か
ら
「
天
変
」
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
事
が
う
か
が
え
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、
建
長
六（
一
二
五
四
）年
三
月
に
金
星
と

木
星
の
二
星
合
が
観
測
さ
れ
た（『
鏡
』同
日
条
）。こ
の
天
変
に
関
す
る
祈
禱
を
実
施
す
る
よ
う
政
所
に
命
じ
て
い
る（『
鏡
』

同
年
三
月
二
十
九
日
条
）。
長
じ
て
か
ら
も
彗
星
に
つ
い
て
陰
陽
師
に
下
問
し
た
記
事
が
見
え
て
お
り（

42
）、

宗
尊
親
王
の

秩
序
維
持
者
と
し
て
の
意
識
が
う
か
が
え
る
。

前
章
で
触
れ
た
、
宗
尊
親
王
が
年
中
行
事
の
場
を
整
え
よ
う
と
し
て
供
奉
人
の
管
理
に
努
め
た
こ
と
と
合
わ
せ
考
え
る

と
、
宗
尊
親
王
に
「
鎌
倉
殿
」
と
し
て
の
自
覚
、
換
言
す
る
と
「
祭
祀
・
祈
禱
を
通
じ
て
の
秩
序
維
持
者
」
と
し
て
の
自

覚
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
自
発
的
に
振
舞
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

宗
尊
親
王
末
期
は
ク
ビ
ラ
イ
が
使
者
を
日
本
に
派
遣
し
始
め
て
お
り
、
既
に
外
敵
の
危
機
が
迫
っ
て
い
た
状
態
で
あ
っ

た
。
宗
尊
親
王
期
以
降
は
必
然
的
に
異
国
降
伏
祈
禱
の
記
事
が
増
加
す
る
が
、
外
寇
の
み
な
ら
ず
天
変
に
関
し
て
も
等
閑

視
さ
れ
ず
に
祈
禱
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
『
鏡
』、
ま
た
、『
鏡
』
の
擱
筆
後
は
『
親
玄
僧
正
日
記
』
に
て
確
認
で
き
る
。

鎌
倉
幕
府
に
よ
る
秩
序
維
持
の
た
め
の
祈
禱
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
は
、
惟
康
親
王
以
降
の
「
征
夷
大
将
軍
」
の
性
格
を

考
え
る
上
で
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
第
一
章
で
は
政
治
史
の
整
理
を
行
い
、
第
二
章
で
は
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
宗
教
行
為
と
親
王
将
軍
の
関
与
に

つ
い
て
整
理
し
て
き
た
。

親
王
将
軍
期
に
お
け
る
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
行
為
の
性
質
は
摂
家
将
軍
期
と
大
差
無
く
、「
将
軍
職
」
と
し
て
の
祭
祀
の

み
に
関
与
し
、
源
氏
将
軍
の
氏
祭
祀
は
北
条
氏
が
主
に
関
与
し
て
い
た
。
し
か
し
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
祭
主
と
し
て
の
征
夷

大
将
軍
＝
鎌
倉
殿
と
い
う
職
務
は
摂
家
将
軍
期
、
さ
ら
に
い
え
ば
源
氏
将
軍
期
か
ら
変
化
す
る
事
な
く
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
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ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
征
夷
大
将
軍
の
姿
を
「
祭
祀
王
」
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
鎌

倉
幕
府
に
お
け
る
「
祭
祀
」「
祈
禱
」
に
対
す
る
意
義
は
決
し
て
軽
い
物
で
は
無
い
。
幕
府
が
営
ん
だ
年
中
行
事
や
祈
禱

は
関
東
の
長
久
・
国
家
の
安
寧
を
祈
願
す
る
た
め
の
行
為
で
あ
り
、
ま
た
、
将
軍
の
命
に
従
っ
て
儀
礼
に
参
加
す
る
事
で
、

御
家
人
が
将
軍
と
の
関
係
を
再
認
識
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。

史
料
の
限
界
は
勿
論
あ
る
が
、
そ
の
要
件
を
除
い
て
も
「
親
王
将
軍
期
に
お
け
る
征
夷
大
将
軍
の
職
務
は
、
自
ら
は
祭

主
と
し
て
、
ま
た
、
御
家
人
を
祭
祀
に
供
奉
さ
せ
て
、
関
東
、
更
に
は
国
家
の
安
寧
を
祈
願
し
た
事
」
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
昨
今
の
鎌
倉
期
の
朝
幕
関
係
・
政
治
史
の
整
理
を
踏
ま
え
つ
つ
、
親
王
将
軍
の
祭
祀
権
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
き
た
。
先
の
拙
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
摂
家
将
軍
期
の
傾
向
か
ら
宗
教
面
か
ら
の
変
化
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
親
王
将
軍
た
ち
が
祭
主
と
し
て
扈
従
の
武
士
の
祭
祀
参
加
を
命
じ
て
い
た
こ
と
、
年
中
行
事
の
場
に
可
能
な
限
り
参

加
し
て
い
た
こ
と
な
ど
一
定
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
単
な
る
傀
儡
」
で
は
な
く
「
鎌
倉
殿
」
と
し
て
一
定

の
権
限
を
発
揮
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
同
時
代
の
持
明
院
統
・
大
覚
寺
統
の
対
立
の
中
で
幕
府
の
取
り
込

み
と
自
統
に
よ
る
征
夷
大
将
軍
位
の
確
保
が
謀
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
て
み
た
。
親
王
将
軍
の
位
置
づ
け
を
検
討

す
る
作
業
は
、
鎌
倉
幕
府
後
期
の
政
治
史
を
考
察
し
て
行
く
上
で
不
可
避
の
作
業
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
鎌
倉
幕
府
そ
の
も

の
の
検
討
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
た
け
が
は
ら　

や
す
ひ
ろ
・
平
成
十
七
年
度
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
）
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﹇
註
﹈

（
1
）「
宮
将
軍
」「
皇
族
将
軍
」
の
呼
称
も
使
用
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
文
中
で
「
〜
親
王
」
と
呼
称
し
て
ゆ
く
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
混
乱

を
避
け
る
た
め
に
「
親
王
将
軍
」
で
統
一
す
る
。

（
2
）『
年
報
新
人
文
学
』
第
十
号
（
二
〇
一
三
年
、
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
所
収
。

（
3
）
前
出
、
拙
稿
（
2
）。
2
の
（
二
）
参
照
。

（
4
）
実
朝
期
は
実
朝
が
頼
朝
の
法
華
堂
に
参
拝
し
て
い
た
。
実
朝
の
死
後
は
、
泰
時
期
か
ら
北
条
氏
の
人
間
に
よ
る
頼
朝
法
華
堂
参
拝
の

例
が
確
認
で
き
る
（『
鏡
』
天
福
元
﹇
一
二
三
三
﹈
年
一
月
十
三
日
条
）。
な
お
、
一
月
十
三
日
は
頼
朝
の
忌
日
で
あ
る
。
時
頼
期
に
は

月
命
日
の
参
拝
例
も
確
認
で
き
る
（『
鏡
』
寛
元
四
﹇
一
二
四
六
﹈
年
十
月
十
三
日
条
、
宝
治
元
﹇
一
二
四
七
﹈
年
九
月
十
三
日
条
、
等
）。

（
5
）
青
山
幹
哉
「
鎌
倉
幕
府
将
軍
権
力
試
論
―
将
軍
九
条
頼
経
〜
宗
尊
親
王
期
を
中
心
と
し
て
―
」（『
年
報　

中
世
史
研
究
』
八
、

一
九
八
三
年
）。
後
、
大
石
直
正
・
柳
原
敏
昭
編
『
展
望
日
本
歴
史
９　

中
世
社
会
の
成
立
』（
二
〇
〇
一
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
収
録
。

（
6
）
宗
尊
親
王
に
つ
い
て
は
、
菊
池
威
雄
『
鎌
倉
六
代
将
軍
宗
尊
親
王　

―
歌
人
将
軍
の
栄
光
と
挫
折
―
』（
二
〇
一
三
年
、
新
典
社
）

が
存
在
す
る
。
同
書
は
歌
人
と
し
て
の
宗
尊
親
王
を
主
に
論
じ
て
い
る
が
、
前
半
で
将
軍
在
任
期
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

中
川
博
夫
・
小
川
剛
生
「
宗
尊
親
王
年
譜
」（『
言
語
文
化
研
究
』
一
号
﹇
一
九
九
四
年
、
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
﹈
所
収
）
に
は
各
種
史

料
に
見
え
る
宗
尊
親
王
の
動
向
が
年
譜
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
小
川
剛
生
氏
は
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
』（
二
〇
〇
八
年
、
角

川
学
芸
出
版
）
に
お
い
て
も
宗
尊
親
王
を
扱
う
中
（「
第
一
章
歌
人
将
軍
の
統
治
の
夢
―
―
宗
尊
親
王
と
鎌
倉
歌
壇
」）
で
『
続
古
今
和
歌

集
』
と
宗
尊
親
王
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

惟
康
親
王
以
降
の
将
軍
に
つ
い
て
の
所
謂
専
論
は
見
当
た
ら
ず
、『
鎌
倉
将
軍
執
権
列
伝
』（
一
九
七
四
年
、
秋
田
書
店
）に
各
人
の
節

が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
全
期
を
通
じ
て
の
密
教
修
法
と
征
夷
大
将
軍
・
幕
府
と
の
関
わ
り
を
整

理
し
た
も
の
と
し
て
『
鎌
倉
密
教
―
将
軍
護
持
の
寺
と
僧
―
』（
二
〇
一
二
年
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）の
「
総
論
」
を
挙
げ
て
お
く
。

（
7
）
秋
山
哲
雄
『
敗
者
の
日
本
史　

鎌
倉
幕
府
滅
亡
と
北
条
氏
一
族
』（
二
〇
一
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）「
Ⅳ　

敗
者
、
北
条
氏
」
で
、
秋

山
氏
は
北
条
氏
の
内
訌
と
得
宗
権
力
の
後
退
を
整
理
し
た
後
に
「
も
は
や
得
宗
の
意
志
が
幕
府
政
治
に
反
映
さ
れ
な
い
の
は
明
ら
か
で

あ
っ
た
」「
得
宗
個
人
の
独
断
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
決
し
て
多
く
な
か
っ
た
」（
い
ず
れ
も
一
六
七
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
元
弘

の
変
後
、
幕
府
＝
得
宗
が
御
家
人
を
掌
握
し
つ
つ
京
都
に
対
向
す
る
力
を
失
い
滅
亡
し
た
事
を
考
え
れ
ば
看
過
し
が
た
い
指
摘
で
あ
ろ
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う
。ま

た
、
細
川
重
男
『
北
条
氏
と
鎌
倉
幕
府
』（
二
〇
一
一
年
、
講
談
社
）
は
、
義
時
・
時
頼
・
時
宗
達
は
、
決
し
て
盤
石
の
体
制
で
執

権
職
に
就
任
し
た
訳
で
は
な
い
事
を
論
じ
て
い
る
。

（
8
）
こ
こ
で
征
夷
大
将
軍
「
退
任
」
と
す
る
の
は
、
宗
尊
親
王
を
は
じ
め
と
し
た
親
王
将
軍
が
帰
京
に
至
っ
た
理
由
が
不
明
瞭
で
あ
り
、

彼
ら
が
「
征
夷
大
将
軍
を
退
い
た
」
と
い
う
事
実
以
外
は
断
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
宗
尊
親
王
の
退
任
に
つ
い
て
は
「
北

条
氏
に
対
し
て
謀
反
を
企
て
た
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、『
鏡
』
を
は
じ
め
と
し
た
同
時
代
史
料
に
そ
う
し
た
事
実
を
明
記
し
た
も

の
は
な
い
。「
将
軍
の
謀
反
」
と
明
記
す
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
江
戸
期
の
『
鎌
倉
北
条
九
代
記
』
の
巻
十
「
将
軍
家
御
反
逆
〈
附
〉

松
殿
僧
正
逐
電
」（『
日
本
歴
史
文
庫　

鎌
倉
北
条
九
代
記
下
／
承
久
記
』。
大
正
二
﹇
一
九
一
三
﹈
年
、
集
文
館
）
に
あ
る
「
北
条
時
宗

を
討
つ
て
、
将
軍
家
思
召
す
儘
に
天
下
を
領
じ
給
は
ん
と
謀
を
廻
し
給
ふ
」
の
一
文
ま
で
時
代
は
下
る
。
宗
尊
親
王
の
正
妻
で
あ
る
近

衛
宰
子
の
弟
で
あ
り
、
ま
た
、
左
大
臣
と
い
う
立
場
か
ら
宗
尊
親
王
帰
京
に
関
し
て
情
報
を
得
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
近
衛
基
平
の

日
記
『
深
心
院
関
白
記
』（
大
日
本
古
記
録
）
に
も
、
宗
尊
親
王
の
帰
京
理
由
を
示
唆
す
る
記
事
は
確
認
で
き
な
い
。
む
し
ろ
「
上
洛

不
知
何
故
」（
文
永
三
﹇
一
二
六
六
﹈
年
七
月
二
十
日
条
）
や
「
自
関
東
使
者
上
洛
云
々
、
未
入
洛
中
、
巷
説
甚
多
云
々
」（
同
年
十
月

二
十
八
日
条
）
と
情
報
の
不
足
や
混
乱
に
困
惑
し
て
い
た
様
子
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

（
9
）
安
田
元
久
編
『
鎌
倉
将
軍
執
権
列
伝
』（
一
九
七
四
年
、
秋
田
書
店
）
は
、
宗
尊
以
下
四
名
の
将
軍
そ
れ
ぞ
れ
に
節
を
設
け
て
そ
の

生
涯
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
守
邦
親
王
を
扱
っ
た
専
論
は
管
見
の
限
り
こ
の
一
件
だ
け
で
あ
る
（
担
当
：
結
城
陸
郎
）。

（
10
）『
将
軍
執
権
次
第
』（『
群
書
類
従
』
補
任
部
）、『
北
条
九
代
記
』（『
続
群
書
類
従
』
雑
部
）・『
増
鏡
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）・『
鏡
』

を
使
用
し
た
。

（
11
）『
愚
管
抄
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
使
用
し
た
。

（
12
）
増
訂
故
実
叢
書
（
一
九
二
九
年
、
吉
川
弘
文
館
）
本
を
使
用
。

（
13
）
八
幡
神
が
「
皇
室
一
族
の
祖
神
」
と
い
う
指
摘
は
、
中
世
に
お
け
る
久
我
氏
の
位
置
づ
け
を
目
的
と
し
た
作
業
で
あ
る
、
岡
野
友
彦

『
中
世
久
我
家
と
久
我
家
領
荘
園
』（
二
〇
〇
二
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）
三
十
六
〜
四
十
二
頁
の
考
察
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）『
増
鏡
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
一
九
六
五
年
、
岩
波
書
店
）
を
用
い
た
。

（
15
）『
鏡
』
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
四
月
十
六
日
条
。
頼
嗣
の
帰
洛
と
宗
尊
親
王
の
下
向
の
日
程
が
重
な
っ
た
三
月
三
日
・
四
月
三
日
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を
式
日
と
す
る
鶴
岡
八
幡
宮
臨
時
祭
が
延
期
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
臨
時
祭
は
四
月
十
六
日
に
実
施
さ
れ
た
。
宗
尊
親
王
を
臨
席
さ
せ
よ

う
と
し
た
際
、「
是
親
王
行
啓
不
可
輙
之
趣
」
と
し
て
奉
幣
使
が
立
て
ら
れ
い
る
。
後
、
親
王
の
行
啓
に
関
す
る
経
験
が
蓄
積
さ
れ
た
の

か
、
放
生
会
・
二
所
詣
共
に
宗
尊
親
王
が
直
接
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
。

（
16
）『
鏡
』
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
九
月
二
日
条
。

（
17
）
な
お
、
近
衛
宰
子
は
北
条
時
頼
の
猶
子
（『
鏡
』
文
応
元
﹇
一
二
六
〇
﹈
年
二
月
五
日
条
）
で
あ
る
。

（
18
）
今
谷
明
「
中
世
の
親
王
家
と
宮
家
の
創
設
」（『
歴
史
読
本
』
二
〇
〇
六
年
十
一
月
発
売
号
所
収
。
二
〇
〇
六
年
、
新
人
物
往
来
社
﹇
現

在
は
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
発
行
﹈）

（
19
）
惟
康
親
王
の
父
、
宗
尊
親
王
は
帰
洛
前
年
の
文
永
二
（
一
二
六
五
）
年
九
月
十
七
日
付
け
で
中
務
卿
に
任
じ
ら
れ
、
一
品
に
叙
さ
れ

た
が
、
幕
府
側
の
史
料
で
あ
る
『
鏡
』
に
そ
の
記
事
が
見
え
な
い
。
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
編
纂
物
で
あ
る
『
北
条
九
代
記
』
に
は
叙

任
の
記
事
が
見
え
る
。
三
品
か
ら
越
階
し
、
更
に
欠
官
の
ま
ま
で
か
ま
わ
な
い
名
誉
職
的
な
中
務
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の

天
皇
、
亀
山
天
皇
に
よ
る
宗
尊
親
王
、
更
に
は
幕
府
「
取
り
込
み
」
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。『
鏡
』
に
記
事
が
な
い
の
は
、
そ
の

経
緯
の
叙
述
を
忌
避
し
た
故
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
中
務
卿
へ
の
就
任
自
体
は
『
徒
然
草
』
第
一
七
七
段
に
「
鎌
倉
中
書
王
」
と

見
え
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
20
）『
と
は
ず
が
た
り
』
巻
四
。
以
下
該
当
部
分
を
抄
出
す
る
。
な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
新
古
典
文
学
大
系
本
（
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
）

に
拠
っ
た
。

さ
る
ほ
ど
に
、
い
く
ほ
ど
の
日
数
も
隔
た
ら
ぬ
に
、「
鎌
倉
に
事
出
で
来
べ
し
」と
さ
ゝ
や
く
。「
た
が
上
な
ら
む
」と
言
ふ
ほ
ど
に
、

「
将
軍
、
都
へ
上
り
給
べ
し
」
と
言
ふ
ほ
ど
こ
そ
あ
れ
、「
た
ゞ
今
御
所
を
出
で
給
」
と
言
ふ
を
見
れ
ば
、
い
と
あ
や
し
げ
な
る
張
り

輿
を
、
対
の
屋
の
つ
ま
へ
寄
す
。
丹
後
の
二
郎
判
官
と
い
ひ
し
や
ら
ん
、
奉
行
し
て
渡
し
た
て
ま
つ
る
所
ヘ
、
相
模
守
の
使
ひ
と
て
、

平
二
郎
左
衛
門
出
で
来
た
り
。
そ
の
後
、
先
例
な
り
と
て
、「
御
輿
、
さ
か
さ
ま
に
寄
す
べ
し
」
と
言
ふ
。
又
、
こ
ゝ
に
は
い
ま
だ
御

輿
だ
に
召
さ
ぬ
先
に
、
寝
殿
に
は
、
小
舎
人
（
と
）
い
ふ
者
の
卑
し
げ
な
る
が
、
藁
沓
履
き
な
が
ら
上
へ
昇
り
て
、
御
簾
引
き
落
と

し
な
ど
す
る
も
、
い
と
目
も
当
て
ら
れ
ず
。

さ
る
ほ
ど
に
、
御
輿
出
で
さ
せ
給
ぬ
れ
ば
、
面
〳
〵
に
女
房
た
ち
は
、
輿
な
ど
い
ふ
事
も
な
く
、
物
を
う
ち
被
く
ま
で
も
な
く
、「
御

所
は
い
づ
く
へ
入
ら
せ
お
は
し
ま
し
ぬ
る
ぞ
」
な
ど
言
ひ
て
、
泣
く
〳
〵
出
づ
る
も
あ
り
。
大
名
な
ど
、
心
寄
せ
あ
る
と
見
ゆ
る
は
、
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若
党
な
ど
具
せ
さ
せ
て
、
暮
れ
ゆ
く
ほ
ど
に
、
送
り
た
て
ま
つ
る
に
や
と
見
ゆ
る
も
あ
り
。
思
〳
〵
心
〳
〵
に
別
（
れ
）
行
あ
り
さ
ま

は
、
言
は
ん
方
な
し
。

佐
介
の
谷
と
い
ふ
所
へ
ま
づ
を
は
し
ま
し
て
、
五
日
ば
か
り
に
て
京
へ
御
上
り
な
れ
ば
、
御
出
で
の
あ
り
さ
ま
も
見
ま
い
ら
せ
た

く
て
、
そ
の
御
あ
た
り
近
き
所
に
、
押
手
の
聖
天
と
申
霊
仏
を
は
し
ま
す
へ
参
り
て
、
聞
き
ま
い
ら
す
れ
ば
、「
御
立
ち
、
丑
の
時
と

時
を
取
ら
れ
た
る
」と
て
、
す
で
に
立
た
せ
お
は
し
ま
す
折
節
、
宵
よ
り
降
る
雨
、
こ
と
さ
ら
そ
の
ほ
ど
と
な
り
て
は
を
び
た
ゝ
し
く
、

風
吹
き
添
へ
て
、
物
な
ど
渡
る
に
や
と
お
ぼ
ゆ
る
さ
ま
な
る
に
、
時
違
へ
じ
と
て
、
出
だ
し
ま
い
ら
す
る
に
、
御
輿
を
筵
と
い
ふ
物

に
て
包
み
た
り
。
あ
さ
ま
し
く
、
目
も
当
て
ら
れ
ぬ
御
や
う
な
り
。
御
輿
寄
せ
て
、
召
し
ぬ
と
お
ぼ
ゆ
れ
ど
も
、
何
か
と
て
、
又
庭

に
舁
き
据
へ
ま
い
ら
せ
て
、
ほ
ど
経
れ
ば
、
御
鼻
か
み
給
。
い
と
忍
び
た
る
物
か
ら
、
度
〳
〵
聞
こ
ゆ
る
に
ぞ
、
御
袖
の
涙
も
推
し
量

ら
れ
侍
し
。（
以
下
略
）

（
21
）
林
葉
子
「
久
明
親
王
将
軍
関
東
下
向
と
甲
斐
源
氏
浅
原
為
頼
宮
中
乱
入
事
件
」（『
政
治
経
済
史
学
』
三
〇
〇
号
所
収
。
一
九
九
一
年
、

政
治
経
済
史
学
会
日
吉
史
塾
編
）
に
お
い
て
、
同
時
期
の
京
都
・
関
東
の
状
況
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）
増
補
史
料
大
成
一
『
歴
代
宸
記
』
所
収
（
一
九
六
五
年
、
臨
川
書
店
）

（
23
）『
将
軍
執
権
次
第
』（『
群
書
類
従
』
雑
部
）
の
末
尾
に
は
将
軍
成
良
親
王
・
執
事
足
利
直
義
と
い
う
記
入
が
見
ら
れ
る
。
単
純
に
補
任

の
結
果
を
記
し
た
だ
け
で
あ
ろ
う
が
、
持
明
院
統
が
掌
握
し
て
い
た
征
夷
大
将
軍
位
と
鎌
倉
支
配
権
が
大
覚
寺
統
に
移
っ
た
事
を
も
示

し
て
い
よ
う
。

（
24
）
拙
稿
、
注
（
2
）
論
文
。

（
25
）
同
年
四
月
十
四
日
に
鶴
岡
八
幡
宮
社
参
を
終
え
、
後
、
政
所
始
・
弓
始
と
幕
府
の
年
中
行
事
に
参
加
し
て
い
る
（『
鏡
』）。

（
26
）『
鏡
』
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
四
月
十
六
日
条
。
こ
の
年
は
三
月
三
日
と
四
月
三
日
の
臨
時
祭
が
延
期
と
な
っ
た
。
理
由
は
「
三

月
者
前
将
軍
三
位
中
将
家
依
御
軽
服
延
引
。
四
月
者
当
将
軍
御
下
向
為
近
々
之
間
被
閣
之
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
27
）
宗
尊
親
王
の
歌
人
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
出
書
注
（
6
）
に
詳
し
い
。

（
28
）
頼
経
の
幼
少
期
に
は
手
鞠
が
好
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
（『
鏡
』
貞
応
二
﹇
一
二
二
三
﹈
年
四
月
二
十
三
日
条
。
頼
経
六
歳
）、
寛
喜

元
（
一
二
二
九
）
年
前
後
か
ら
頼
経
も
鞠
会
に
参
加
し
始
め
た
よ
う
で
あ
る
（『
鏡
』
寛
喜
元
﹇
一
二
二
九
﹈
年
十
月
二
十
六
日
条
）。

し
か
し
、
頼
経
期
の
『
鏡
』
に
鞠
会
の
記
事
が
現
れ
る
の
は
数
回
で
あ
り
、
頼
家
・
実
朝
期
や
宗
尊
親
王
期
と
比
べ
て
も
少
な
い
。
頼
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経
自
身
が
蹴
鞠
に
興
味
が
無
か
っ
た
の
か
、
同
時
期
の
鎌
倉
で
蹴
鞠
が
好
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
は
検
討
を
要
し
よ
う
が
、『
徒
然
草
』

一
七
七
段
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
蹴
鞠
の
故
実
に
対
す
る
無
知
さ
か
ら
考
え
れ
ば
、
個
人
的
要
因
よ
り
は
鎌
倉
と
い
う
場
の
地
域
的
要
因

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

（
29
）
宗
尊
親
王
期
は
『
鏡
』
建
長
四
（
一
二
五
二
）
年
四
月
十
七
日
条
が
初
見
と
な
る
。
年
始
で
は
な
い
が
、
宗
尊
親
王
は
鎌
倉
下
向
後

に
埦
飯
・
鶴
岡
八
幡
宮
臨
時
祭
と
年
初
に
実
施
す
べ
き
行
事
に
参
加
し
て
お
り
、
御
鞠
始
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

（
30
）『
鏡
』
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
閏
五
月
一
日
条
。

（
31
）『
徒
然
草
』
第
一
七
七
段
に
蹴
鞠
の
故
実
を
知
ら
な
か
っ
た
為
に
生
じ
た
失
敗
例
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
新
古
典
文
学
大
系
本
よ
り
）。

鎌
倉
の
中
書
王
に
て
御
鞠
あ
り
け
る
に
、
雨
降
り
て
の
ち
、
い
ま
だ
庭
の
乾
か
ざ
り
け
れ
ば
、「
い
か
ゞ
せ
む
」
と
沙
汰
あ
り
け
る

に
、
佐
々
木
の
隠
岐
の
入
道
、
鋸
の
屑
を
車
に
積
み
て
、
多
く
た
て
ま
つ
り
た
り
け
れ
ば
、
一
庭
に
敷
か
れ
て
、
泥
土
の
煩
ひ
な
か

り
け
り
。「
取
り
留
め
け
ん
用
意
、
有
が
た
し
」
と
、
人
感
じ
あ
へ
り
け
り
。

此
こ
と
を
あ
る
者
の
語
り
出
で
た
り
し
に
、
吉
田
中
納
言
の
、「
乾
き
砂
子
の
用
意
や
は
な
か
り
け
る
」
と
の
給
た
り
し
、
恥
づ
か

し
か
り
き
。
い
み
じ
と
思
ひ
け
る
鋸
の
屑
、
い
や
し
く
、
異
様
の
こ
と
な
り
。
庭
の
儀
を
奉
行
す
る
人
、
乾
き
砂
子
を
設
く
る
は
、

故
実
な
り
と
ぞ
。

本
段
か
ら
は
「
当
座
を
し
の
げ
れ
ば
良
い
」
と
い
う
鎌
倉
武
士
の
気
質
の
発
露
と
、「
人
感
じ
合
へ
り
け
り
」
と
い
う
周
囲
の
反
応
か

ら
、
彼
ら
（
恐
ら
く
、
宗
尊
親
王
も
）
は
故
実
に
明
る
く
な
か
っ
た
姿
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
蹴
鞠
の
た
め
の
「
鞠
の
壺
」
は
宗
尊

親
王
の
私
的
空
間
と
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
、
鞠
の
壺
で
舞
楽
の
奉
仕
を
さ
せ
た
例
も
確
認
で
き
る
（『
鏡
』
文
永
二
﹇
一
二
六
五
﹈
年

三
月
四
日
条
）。

（
32
）『
親
玄
僧
正
日
記
』（『
醍
醐
寺
日
記
』
と
も
。『
史
料
綜
覧
』
で
は
こ
ち
ら
の
名
前
で
記
事
が
再
録
さ
れ
て
い
る
）
は
ダ
イ
ゴ
の
会
に

よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
物
を
用
い
た
（
中
世
内
乱
史
研
究
会
編
『
内
乱
史
研
究
』
十
四
号
〜
十
六
号
﹇
一
九
九
三
〜
一
九
九
五
年
﹈
所
収
）。

（
33
）
祭
祀
の
場
で
は
な
い
が
、『
鏡
』
弘
長
三
（
一
二
六
三
）
年
に
は
将
軍
上
洛
（
実
現
せ
ず
）
の
供
奉
人
交
名
を
自
ら
定
め
た
。
こ
う

し
た
例
よ
り
、
宗
尊
親
王
の
「
鎌
倉
殿
」
と
し
て
の
自
覚
を
窺
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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（
34
）
二
所
詣
に
つ
い
て
は
、
岡
田
清
一
『
鎌
倉
幕
府
と
東
国
』（
二
〇
〇
六
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）
第
一
編
第
三
章
「
鎌
倉
幕
府
と

二
所
詣
」
と
し
て
、
頼
朝
期
か
ら
の
鎌
倉
幕
府
全
時
代
の
二
所
詣
を
概
観
し
た
論
考
が
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
35
）
早
い
例
と
し
て
は
、
黒
板
勝
美
『
国
史
の
研
究
』（
一
九
一
八
年
、
文
会
堂
書
店
）
に
「
少
し
く
長
ず
る
に
及
ん
で
は
、
之
を
廢
し

て
年
少
の
將
軍
を
擁
立
す
る
の
が
、
北
條
氏
に
と
つ
て
最
も
都
合
よ
き
政
略
で
あ
つ
た
」（
三
百
八
十
五
頁
。
原
文
マ
マ
）
と
い
う
一
文

が
あ
る
。

（
36
）
龍
粛
『
鎌
倉
時
代
（
上
）』（
一
九
五
七
年
、
春
秋
社
）
七
十
六
〜
七
十
七
頁
。

（
37
）『
群
書
類
従
』
和
歌
部
。

（
38
）『
続
群
書
類
従
』
雑
部
。

（
39
）
放
生
会
は
『
鏡
』
の
記
事
が
残
っ
て
い
る
年
の
ほ
ぼ
全
て
に
記
事
が
見
え
る
。
し
か
し
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
収
録
期
間
内
で
、『
北

条
九
代
記
』
で
放
生
会
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
の
は
放
生
会
が
開
始
さ
れ
た
文
治
三
（
一
一
八
七
）
年
、
馬
場
の
儀
が
翌
日
に
移
さ
れ

た
建
久
元
（
一
一
九
〇
）
年
、
そ
し
て
宗
尊
親
王
が
赤
痢
で
欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
文
応
元
（
一
二
六
〇
）
年
の
み
で
あ
る
。

（
40
）
木
村
進
「
鎌
倉
時
代
の
陰
陽
道
の
一
考
察
」（
村
山
修
一
他
編
『
陰
陽
道
叢
書
２　

中
世
』﹇
一
九
九
三
、
名
著
出
版
﹈
収
録
）
で
は
、

陰
陽
道
関
連
記
事
の
『
鏡
』
に
占
め
る
割
合
を
算
出
し
て
い
る
が
、
承
元
四
（
一
二
一
〇
）
年
以
降
に
増
加
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
鎌
倉
に
お
い
て
は
陰
陽
師
同
士
の
意
見
対
立
も
多
く
、
最
終
的
に
京
都
の
陰
陽
師
に
判
断
を
仰
ぐ
場
面
も
あ
っ
た
。

意
見
対
立
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
に
お
け
る
占
に
つ
い
て
」（『
史
流
』
第
四
十
一
号
﹇
二
〇
〇
四
年
、
北
海
道
教
育

大
学
史
学
会
﹈
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
41
）
拙
稿
、
注
（
2
）
論
文
。
2
の
（
三
）
参
照
。

（
42
）『
鏡
』
文
永
二
（
一
二
六
五
）
年
十
二
月
十
六
日
条
。
こ
の
彗
星
は
こ
の
後
数
日
間
観
測
さ
れ
続
け
、
翌
年
一
月
十
二
日
に
彗
星
の

変
に
対
し
て
祈
禱
が
実
施
さ
れ
た
（『
鏡
』）。
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〈
付
記
〉

成
稿
後
、
下
村
周
太
郎
「
鎌
倉
幕
府
の
歴
史
意
識
・
自
己
認
識
と
政
治
社
会
動
向
（『
歴
史
学
研
究
』
第
九
二
四
号
﹇
二
〇
一
四
年
、
歴

史
学
研
究
会
編
﹈
所
収
）
の
論
考
に
接
し
た
。「
先
例
」
が
重
視
さ
れ
た
日
本
中
世
に
お
い
て
、
鎌
倉
幕
府
が
自
己
の
正
当
性
を
主
張
す
る

た
め
に
「
先
例
」
を
ど
の
よ
う
に
尊
重
・
採
用
し
て
い
っ
た
か
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
征
夷
大
将
軍
の
出
自
が
摂
関
家
・
皇
族
と
代

わ
る
中
で
、
幕
府
に
お
い
て
京
都
の
「
先
例
」
も
参
考
に
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
と
直
接
関
わ
る
内
容
で
は
な
い
が
、

付
記
し
て
お
き
た
い
。




